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1.有 限 温 度 に お け る場 の 理 論 の 研 究

1.研 究 目 的 ・研 究 方 法

最 近 、 有 限 温 度 に お け る 場 の 理 論 の 研 究 が 活 発 に 行 わ れ て い る 。 そ こ で は 、

い わ ゆ る フ ァ イ ン マ ン 図 形 と 呼 ば れ る も の を 利 用 し て 種 々 の 物 理 量 が 計 算 さ れ

て い る 。 現 在 、 ク ォ ー ク ・グ ル ー オ ン プ ラ ズ マ に お け る 減 衰 確 率 の 計 算 や 有 効

ポ テ ン シ ャ ル の 繰 り 込 み 群 に よ る 改 善 な ど に っ い て の 検 討 を 行 っ て い る 。

フ ァ イ ン マ ン 図 形 等 の 計 算 は 、 次 数 が 低 い 間 は 手 で も で き る の で あ る が 、 高

次 に な る と 大 変 に な っ て く る 。 そ こ で 、 こ れ ら を 数 値 で は な く 、 式 の ま ま 処 理

し て く れ る 数 式 処 理(数 学 支 援)シ ス テ ム で あ るREDUCEやMathematicaを 利 用

し て 計 算 を 行 う の が 便 利 で あ る 。 新 シ ス テ ム の 構 築 に 伴 い ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

用 のMathematicaを 購 入 し、WSに イ ン ス トー ル を 行 い 、 調 整 を 行 っ た 。

2.研 究 成 果 ・発 表 予 定

現 在 、 計 算 中 で あ り、 結 果 は 学 会 誌 等 に 発 表 す る予 定 で あ る。

皿.コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る ア ン ケ ー トの 分 析

1.研 究 目 的 ・方 法

「情 報 科 学 」 の 授 業 の 参 考 の た め 及 び 学 生 の 意 識 を知 るた め に 、 最 初 の 授 業

及 び 最 後 の 授 業(一 部 後 期 試 験)時 に コ ン ピ ュー タ に 関 す る ア ンケ ー トを 行 っ

て い る(毎 年 行 っ て い る)。 これ らの デ ー タ を 統 計 解 析 プ ロ グ ラ ムSPSS-

Xを 用 い て 分 析 す る 。

2.研 究 成 果

「情 報 科 学 」 を 受 講 して い る学 生 の コ ン ピ ュ0タ に 関 す る イ メ ー ジ(意 識)

や 受 講 理 由 等 に つ い て 分 析 した 。 さ らに 、受 講 前 と受 講 後 の 意 識 の 変 化 に つ い

て も 分 析 し た 。 意 識 に つ い て は使 用 経 験 と は異 な り、 男 女 間 と と も に 学 部 間 の

差 も 認 め ら れ る 。

3.研 究 発 表

横 田:「 情 報 科 学 」 受 講 生 の 意 識 に っ い て,奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン タ ー 年 報
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